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C O N T E N T S

京大病院の基本理念
（1）患者中心の開かれた病院として、安全で質の高い医療を提供する。
（2）新しい医療の開発と実践を通して、社会に貢献する。
（3）専門家としての責任と使命を自覚し、人間性豊かな医療人を育成する。
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ご意見、ご感想をお待ちしております。また、原稿の投稿も歓迎いたします。

平成24年度京大関係病院長協議会定例総会を開催

開会挨拶を行う三嶋病院長 開会挨拶を行う湊医学研究科長
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次代の医療を担う看護師になる。
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京大病院における臨床実習と研修について
　医学教育推進センター長・医師臨床研修部長／小西 靖彦

最先端医療シリーズ
　「急性期心疾患の生存率向上、

Structual Heart Disease治療の発展に向けて」
　心臓血管集中治療部（Cardiovascular Care Unit：CCU）

病院特定助教／今井 逸雄

医療安全管理室だより　第7回　MEセンター
　医療安全管理室長／松村 由美

読者より
　「空と海の南国土佐」

　高知総合リハビリテーション病院　病院長／山澤 堉宏
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京大病院は、日本で
有数の医学教育病院と
して使命を果たしてい
ます。ここにたくさん
の研修医と学生がいる
ことをご存知でしょう
か。

研修医とは、卒後二年目までの医師で、さまざ
まな診療科をローテートして臨床の実地で学びつ
つ、患者さんの診断と治療に携わっています。京
大病院に入ってくる毎年 80 名～ 100 名の研修医数
は、全国の五指に入ります。一部は、うち一年を
京大の歴史ある外部関連病院に行って、協力して
研修しています。

一方、京大の医学生は５・６年生が京大病院で
学んでいます。学生の間は実習とよばれ、病棟で
患者さんから病気について病歴を聞いたり、上級
医と一緒になって医療に参加しながら勉強したり
しています。ここでも、一部は関連病院で実習を
しています。

京大病院は、その理念に「人間性豊かな医療人
を育成する」と謳っています。明日の医療を担う
すぐれた医師を育成するために、『私たち』がする
べきことは何かを考えてみましょう。

医療をとりまく状況は、日々変化してきていま
す。医学知識は膨大になり、身につけるべき医療
技能も増加しています。患者さんへの十分な説明
や、先端医療に関わる上の法的な対応など、ひと
昔前にはなかった学習が増え続けています。医学
生も研修医も、ただ本を読んで勉強していた時代
は昔になりました。覚えるより問題を解決する能
力を、臨床の現場で身につけることが必須となっ
てきているのです。

また、医学教育の世界には国際化の潮流が押し
寄せてきています。日本で勉強したことが外国で
も通用するように、我が国の医学教育も少し工夫
する時が来ています。

卒業前の分野では、臨床実習の量と質の向上が
これから数年かけて計画されています。現在約 50

週の実習を、二年かけて 70 週以上に増加させます。
もちろん、ただ量を増やせばよい医師が生まれる
わけではなく、実習の質の向上が必須です。最近
よく “ アウトカムを示す ” と言われます。卒業時
に医学生がどのような能力を身につけているか・・・
がアウトカムです。十分な医学知識もその一つで
すが、それだけではありません。世界的に有名な
カナダのアウトカムは、「コミュニケート、協力、
マネジメント、健康増進、研究、プロフェッショ
ナル、専門家」の七つを医師の役割としています。
京都大学の卒業生が身につけるべき能力について、
今、再定義を行っています。この考え方では、作っ
た目標が達成されているかしっかり「評価する」
ことが重要です。知識だけならペーパーテストで
OK でしたが、いろいろな能力を測定する仕方を
診療科と作っています。

学生実習が充実すると、必然的にあとに続く卒
後臨床研修も変わっていきます。医師免許を持っ
ているので、より深い能力、実際の医療行為を行
える能力が問われます。研修が終ったときには、
基本的な疾患に対する対処（プライマリ・ケア）
を自身でできる医師を育てていくことが私たちの
使命です。

先ほど、人間性豊かな医療人を育成するために、
『私たち』は何をすべきかと述べました。その私た
ちとは誰でしょう。もちろん先輩の医師たち（京
大病院の優れた指導医）がそれにあたります。そ
れとともに、看護師、薬剤師、技師など医療に関
わる者すべてが医師の育成に関わります。これは、
IPE（Inter-Professional Education）といわれ、近
年世界中で発展してきました。そして、もうひと
りの大切な協力者が、患者さんです。といっても、
患者さんが若い医師に何かを教えてもらう必要は
特にありません。古くから、医師は患者さんと対
話し、ともに考えながら病気と立ち向かってきま
した。医師は患者さんを通して学習を深めてきた
のです。若い医師が真剣に病気に立ち向かう際に、
患者さんの目線から見守っていただく、それで十
分です。将来の日本の医療を担う、京都大学の研
修医と医学生の教育にご協力をお願いいたします。

医学教育推進センター長・医師臨床研修部長／小西 靖彦

1.京大病院における臨床実習と研修について
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CCU とは
CCU とは集中治療部門に

属します。以前は、一人の
重症患者さんに対して、そ
れぞれ病棟で主治医が対応
していましたが、医師ひと
りでできることには限界が
あります。これに対して一

箇所でチームを組んで治療にあたる方式が考えられま
した。生命の危機に瀕した重症患者さんを、24 時間
を通して濃密な観察のもとに、先端医療を駆使して集
中的に治療する部門です。循環器疾患における集中治
療は歴史的にはコロナリー・ケア・ユニット（Coronary 
Care Unit）として開設されました。コロナリーとは
冠動脈のことを示す英語です。これを訳せば冠疾患集
中治療部となります。CCU は重症患者さんの中でも、
急性心筋梗塞や狭心症などの心臓発作の患者さんに
限って集中治療を行う部門なのです。これは CCU 発
症の地である米国では、急性心筋梗塞の発症が極めて
多く、心臓発作といえば心筋梗塞を意味していたから
です。一方、日本では急性心筋梗塞は増加したとはい
え米国に比べれば患者数も少なく、また再開通療法の
普及に伴い、心筋梗塞の患者さんの回復も速やかでス
ムーズなものとなってきています。このため、CCU
では急性心筋梗塞や狭心症などの冠動脈疾患だけに限
らず、心不全、動脈瘤などの血管疾患、重症不整脈、
心臓血管外科での手術後の患者さんなど色々の心疾患
の患者さんを収容して治療する施設へと変化していま
す。ですから京都大学病院の本施設でも略語としては
同じ CCU ですが、心臓血管疾患集中治療を意味する
Cardiovascular Care Unit の頭文字を意図していま
す。

業務内容の特徴と実績
南病棟の一階に開設された CCU は救急外来、心臓カ

テーテル室との動線も良く、機能的に設計されていま
す。６床すべてに心電図・血圧などのバイタルサインの
モニターが完備され、さらに PCPS、IABP といった補
助循環装置の設置により重症患者さんへの対応や透析・
CHDF（持続的濾過透析装置）などの血液浄化への対応
も可能で、一床あたりの面積も広く、重症心疾患患者さ
んへも十分に対応できます。

CCU は平成 18 年度に開設され早や６年が経過しまし

たが、救急患者数も年々増加傾向にあり、施設としてよ
り充実しつつあります。また、毎日の朝の回診や看護師
とのカンファレンス、レクチャーなどを通して医師看護
師の協力体制の元、日々重症患者さんへの治療・ケアを
高いレベルで行っております。今後ますます紹介医や救
急隊からの要請により速やかに対応し、患者さんに対し
て最良の高度医療を提供できるよう努力していきたいと
思います。

CCU 入室対象疾患（以下の疾患を中心に対応）
・急性心筋梗塞　・不安定狭心症　・急性大動脈解離
・急性心不全、慢性心不全急性増悪　・急性心筋炎
・重症不整脈　・心肺蘇生を要する病態　・肺塞栓
・心臓血管外科手術後　・ハイリスク PCI 術後

Structual Heart Disease 治療
ま た、 近 年、 心 臓 の 構 造 的 疾 患 を 対 象 と し た

Structural Heart Disease（SHD）に対する血管内治療
に注目が集まっており当科においても心房中隔欠損症

（ASD）（図 1 a）に対する経皮的心房中隔欠損症閉鎖術
を 2012 年より施行しております。ASD に対する治療は
従来なら外科手術でしか治療できなかった ASD 治療を
カテーテルという細い管を使って閉鎖デバイスを経皮的
に心房中隔欠損に挿入し閉鎖する方法です（図 1 b）。こ
の治療では胸を切らずに、足の付け根の静脈（大腿静脈）
から、細長く折り畳んだアンプラッツアー（Amplatzer）
閉鎖栓とよばれる小さな道具（図１c）を、穴の空いた
壁のところまで送りこみ、穴をふさぎます。この治療の
いいところは、足の付け根（そけい部）という目立たな
い場所から、ごく小さな皮膚の切開（数ミリ）で治療が
できてしまうことです。低侵襲という特性から、より患
者さんにやさしい治療となっており治療時間は１時間半
程度であり治療後２－３日で退院が可能です。今後も新
しい血管内治療に積極的に取り組み患者さんの為に貢献
できるように日々努力を重ねていきたいと思っておりま
す。

図1、ASD治療の概要

（a） （b） （c）

急性期心疾患の生存率向上、Structual Heart Disease治療の発展に向けて　
心臓血管集中治療部（Cardiovascular Care Unit： CCU）病院特定助教／今井 逸雄　

２.最先端医療シリーズ
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CCU では入室対象疾患として、次の疾患を中心に対
応しています。急性心筋梗塞、不安定狭心症、急性大動
脈解離、急性心不全、慢性心不全急性増悪、肺塞栓、重

症不整脈、心肺蘇生を要する病態、急性心筋炎、心臓血
管外科手術後、ハイリスク PCI 術後です。

今回は ME センターを紹
介します。ME センタ−は
医療機器全般を扱っていま
す。院内には人工呼吸器や
人工心肺（心臓と肺の代わ
りをする装置）、透析関連の
機器など生命維持装置、あ
るいは輸液ポンプのように

広く使用されている機器が多数あります。機器そのも
のがトラブルなく動くかどうか、保守点検を含む管理
を行っているのが ME センターです。例えば輸液ポン
プやシリンジポンプ（図１）は病院内に約 1,200 台あ
ります。これらのポンプ類は、正確に薬液を投入した
いとき – 例えば、降圧薬にて血圧を厳重にコントロー
ルしたいとき、鎮痛薬にて疼痛をコントロールしたい
とき – に用いますが、もし、精度が狂っていたら正確
な投与ができません。病棟で使用したポンプ類は定期

的に ME センタ−に搬送され、チェックを受けてから、
再び貸し出しています（図２）。

国家資格を持った臨床工学技士が、ME センターで
このような保守点検を行っています。「臨床工学技士さ
ん」と呼ぶよりも、「ME さん」と呼ばれていることが
多く、医療機器関連で困ったことがあれば「ME さ〜ん、
お願いします！」とひっぱりだこです。院内での必要
性はますます増えています。

図１　MEセンターで保守点検を終了した輸液ポンプ・シリンジポンプ

CCUスタッフ一同

◆医療安全管理室長／松村 由美

３.医療安全管理室だより　第７回　MEセンター
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「ME さん」は保守点検をするだけではありません。
手術室での機械の管理や操作も行います。最近では、
ロボット支援の手術も多くなり、より複雑で高度な手
術を行うためには臨床工学技士の存在が不可欠です。

病院内で、患者さんが直接臨床工学技士と接する機
会は少ないのですが、見えないところで治療を支えて
いる、まさに「縁の下の力持ち」の臨床工学技士です。
彼ら彼女らが常駐している ME センタ−は地下にあり
ます。目立たない場所ですが「ME センタ−」の表示
を探してみてください。

高 知 総 合 リ ハ ビ リ テ ー
ション病院は高知市内にあ
り、久万川の悠々たる流れ
に囲まれています。南側に
は五台山があり、その上に
は牧野富太郎博士による高
知県立牧野植物園が見られ、
さらに四国八十八ヶ所参り

三十一番札所の竹林寺があります。北側には山脈が連
なり、その頂上には正連寺ゴルフ場があり、市内より
タクシーなら二十分程で行くことができます。

高知は南国であたたかく、鰹のたたき、長太郎貝、
金目鯛、鯨などの新鮮な魚介類や野菜も豊富で食事も
美味しく、果物も南国のメロンやマンゴーをはじめ、
新高梨、小夏、文旦などその種類も多く楽しめます。

大学を定年退職して、少しゆっくりと仕事をしたい
と思っていた時にちょうど本院よりお話しがあり、当
時の稲田雅美院長（京都大学卒、元京都逓信病院院長）
より職を引き継ぎ、既に七年が経過しました。

職員の努力により病院も次第に整備されてよい医療
施設になり、経営も健全です。

本院は昭和五十二年に天王病院として開院し、昭和
五十九年に高知愛和病院に病院名称を変更し、さらに
平成十年に法人名称を愛和会から社団晴緑会に変更、
平成十五年に高知総合リハビリテーション病院と現在

の病院名になりました。また平成 17 年より、日本医療
機能評価機構の認定病院になっています。

病床数は 255 床でその内訳は障害者病床 114 床、医
療療養病床 88 床、介護療養病床 53 床です。また職員
数は常勤医師が９名、非常勤医師 13 名、看護職員 90 名、
リハビリテーションでは理学療法士、作業療法士、言
語聴覚士が合計 18 名、薬剤師５名、その他 123 名の合
計 258 名です。

診療科目は、内科、循環器内科、消化器内科、そし
てリハビリテーション科です。

ストレスが多く忙しい現役時代に比較しますと、こ
の病院では腰を落ち着けて仕事ができ、人生を楽しむ
ことができます。

最近は医師不足のためか、本院は京都大学関係病院
にもかかわらず、京都大学からの赴任がなく、次期の
院長候補者も決まっていません。ある程度のお仕事を
された後に、当院などで、高知大学医学部の学生に臨
床実習を教えながら、日々の臨床を楽しく実施し、そ
の合間に四国八十八ヶ所巡りの旅をするのもなかなか
良い生活だと思いますが…。　

どうぞ今後ともより一層の御支援御指導をお願い申
し上げます。

図２　ポンプ点検中

空と海の南国土佐　高知総合リハビリテーション病院　病院長／山澤 堉宏

４.読 者 よ り
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９月 12 日、医療安全に関する講習会「臨床工学技士の体制について」が開催され
ました。講演者は、医療器材部　副部長　山崎　和裕　先生です。

講習会では、臨床工学技士（ME：Medical Engineer）に関して、臨床工学技士法
の制定のもと、国家資格を有する専門性の高い業務であること、次に京大病院にお
ける臨床工学技士の体制と実際の業務について説明されました。臨床工学技士が数
多くの医療機器、多種多様な業務を担当していることを把握する機会となりました。

また医療機器の保守点検の重要性も説明され、管理体制の徹底を促されました。

９月 14 日に、平成 24 年度京大関係病院長協議会定例
総会を時計台記念館にて開催しました。本協議会は、同
会員である関係病院長が親睦を深めるとともに、医学の
進歩発達及び病院経営の合理化を企画することを目的と
して年一回、定例総会を開催しているものであり、学内
外から 150 名余りの参加がありました。

定例総会では、三嶋　理晃病院長及び湊　長博医学研
究科長の開会挨拶、三嶋病院長からの京大病院報告の後、
柳田　素子教授（腎臓内科長）、松田　秀一教授（整形

外科長）、椎名　毅教授（人間健康科学系専攻長・病院
長補佐）、松原　和夫教授（薬剤部長）より新任者挨拶
が行われました。引き続き、小西　靖彦教授（医学教育
推進センター長）より、臨床実習について報告がありま
した。

また、定例総会終了後に開催された懇親会において、
出席いただいた関係病院の先生方と本院の先生方による
活発な情報交換が行われ、大変有意義なものとなりまし
た。

12 月 3 日、「京都府医師会と京大地区医師会の懇談会」
を開催しました。

この懇談会は京都府医師会の主催により、地区医師会
との意見交換を通じて
問題解決を図ることを
目的に開催されていま
す。今回、京都府医師
会から森　洋一会長を
はじめ副会長、理事に
出席頂き、当院からは

京大地区医師会会長の三嶋　理晃病院長を始め、10 名
が参加しました。懇談では「医学教育、研修教育と地域
医療の連携」をテーマに京都府医師会の取り組みについ
て発表頂きました。
当院の先生方の関
心も高く、質疑応
答では活発な意見
交換が行われ、有
意義な懇談会とな
りました。

京大関係病院長協議会定例総会の模様

講演された山崎先生

総会後の懇親会の模様

開会の挨拶をされる京都府医師会　森　洋一会長 意見交換を行う病院長

医療安全に関する講習会　「臨床工学技士の体制について」の開催

平成24年度京大関係病院長協議会定例総会を開催

京都府医師会と京大地区医師会の懇談会を開催

５.ト ピ ッ ク ス
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９月 25 日、院内感染対策に関する講習会「当院で問
題となっている耐性菌について」が開催されました。講
演者は、感染制御部　助教　松村　康史　先生、看護部
山中　寛恵　副看護部長です。

講習会では、松村先生及び山中副看護部長より、耐性
菌の特徴と主な感染経路について説明があり、そして当
院及び他院の院内感染事例を検証することで院内スタッ
フの危機意識の向上につながりました。最後に院内感染
の撲滅のため、院内感染対策の徹底を呼び掛けられまし
た。

院内感染対策に関する講習会　「当院で問題となっている耐性菌について」の開催

10 月３日、保健診療講習会「これからの保険医療政策」
が開催されました。

講演者は、厚生労働省保健局総務課　保険システム高
度化推進室　加藤　源太　さん（当院 OB）です。

講習会では、日本の保険制度から加藤さんが携わって
いる業務、レセプトの電子化やレセプト情報等のデータ
ベースの第三者提供に関する仕組みと普及状況など、に
ついて説明されました。次に診療報酬改定の重点及び将
来に向けた課題の抽出、先進医療の審査体制の見直し、
慢性期入院医療を例にエビデンスに基づいた適切な評価
の必要性について詳細に説明されました。

こうした保健医療政策の改定を推し進めていくために
は正確な情報と合理的解釈が求められるため、政府や医

療従事者、大学といった学術団体、保険者等関係団体、
そして患者さんが相互に連携し合うことが必要だと説明
されました。

９月 27 日、禁煙講習会「喫煙率 12％時代の禁煙支援
～禁煙困難事例への上手な接し方～」が開催されました。
講演者は、呼吸器内科禁煙外来担当医　高橋　裕子　先
生です。

講習会では、パンフレット「禁煙支援のプロが答え
る　禁煙 Q ＆ A　どうしてたばこを吸っちゃいけない
の？」をもとに、高橋先生より、喫煙がもたらす体への
悪影響、禁煙のメリット、
禁煙の正しい方法などに
ついて説明されました。
中でも喫煙者にとって禁
煙の継続が一番の課題で
すが、医学的サポートを
受ける、禁煙に対するポ
ジティブなイメージを持
つことによって乗り越え
る、これが何よりの秘訣
であると説明されました。

講演された松村先生、山中副看護部長

講演された高橋先生

講演された加藤さん

配布されたパンフレット

保健診療講習会　「これからの保険医療政策」の開催

禁煙講習会　「喫煙率12％時代の禁煙支援～禁煙困難事例への上手な接し方～」の開催
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10 月 12 日、医療安全に関する講習会「チーム・スポーツとしてのヘルスケア～
TEAMSTEPPS を通して築く質の高いケア～」が開催されました。

講演者は、ミネソタ大学 准教授 カリン・バウム　先生です。
講習会では、バウム先生より、アメリカの医療現場における様々な課題を取り上

げ、課題解決へとつながる手法として「チームワーク」が有効であると説明されまし
た。そして質の高いチームワークを築くことを目的に開発されたのが「TEAMSTEPPS

（Strategies and Tools to Enhance Performance and Patient Safety）と呼ばれる研修教
材です。この教材を使った研修内容について様々な事例をもとに説明され、大きな成果
を生み出していることを説明されました。

10 月 16 日、第 13 回チーム医療カンファレンス講演
会「京大での肝移植におけるチーム医療の実践」の開催
が開催されました。

講演者は、臓器移植医療部　准教授　海道　利実　先
生、腎臓内科　特定病院助教　宮田　仁美　先生、南病
棟４階　原田　久子　副看護師長、手術部　阿部　奈緒
子　副看護師長、臓器移植医療部　梅谷　由美　看護師、
薬剤部　河合　知喜　薬剤師、疾患栄養治療部　玉井　
由美子　栄養士、リハビリテーション部　吉岡　佑二　
理学療法士、の８名です。　

講習会では、肝移植の概要と本院における肝移植の症
例について触れられ、そして今後、肝移植のますます高
度かつハードな医療現場に対し、安定かつ持続可能な肝
移植体制を築くためにはチーム医療が必要不可欠である
ことを説明されました。

次に講演者の方々より、肝移植時におけるチーム医療
の各自の役割について、チーム医療の取り組みを症例、
データに基づいて詳細に説明され、本院におけるチーム
医療体制の整備に積極的に取り組んでいることが分かり
ました。

10 月 10 日、医薬品安全使用のための研修会「麻薬取
り扱いを安全に行うために」、「麻薬等を用いた疼痛コン

トロールを適正に行うために」が開催されました。講演
者は、薬剤部　麻薬掛　岡村　みや子　掛長、情報掛　
土生　康司　掛長です。

講習会では、まず岡村掛長より厚生労働省及び本院独
自のマニュアルに基づいた麻薬の取扱い、管理体制の整
備について説明されました。次に、土生掛長よりがんの
緩和ケアを目的とした、麻薬等を用いた適正な疼痛コン
トロールについて説明されました。がんによる身体的苦
痛が生じた際に疼通緩和の目標の設定、及び適した製剤
及び適量の使用、副作用対策の徹底などを行い、また使
用に困った際は薬剤師やがんサポートチームと連携し、
適切な治療を行うことが重要だと説明されました。

講演されたバウム先生

講演された海道先生

講演された薬剤部の岡村掛長

医療安全に関する講習会
「チーム・スポーツとしてのヘルスケア～TEAMSTEPPSを通して築く質の高いケア～」の開催

チーム医療検討委員会主催による、第13回チーム医療カンファレンス講演会
「京大での肝移植におけるチーム医療の実践」の開催

医薬品安全使用のための研修会
「麻薬取り扱いを安全に行うために」、「麻薬等を用いた疼痛コントロールを適正に行うために」の開催
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10 月 17 日、医療安全・臨床倫理に関する講演会「医
療事故の本質：告知の技術を日常に」が開催されました。

講演者は、日本医科大学付属病院　がん診療センター
部長　久保田　馨　先生です。

講習会では、「インフォームド・コンセント（同意）」
を中心に、患者さんと医師、看護師を含む医療従事者
との信頼関係の構築と気をつけなければならないこと
について講演されました。

まず多くの人が「インフォームド・コンセント」は
医師が行うものだと思っていますが、実は患者さんが
行うものです。そして医師を含む医療従事者が患者さ
んへ行うものが「説明」です。説明には、「思いやり」
と「コミュニケーションスキル」が必要であり、スキ
ルに関してはきちんとした方法論を学び、実践するこ
とが重要だと説明されました。また、気をつけなけれ
ばならないこととして「患者さんの同意」を得たから
といって患者さんの思い通りの治療をすればよいとい
う訳ではなく、医療従事者として最善の判断、行動が

なされているかどうかが重要です。患者さんの権利と
医療従事者の義務をそれぞれ適切に認識しながら、最
善の治療にあたる、これが「インフォームド・コンセ
ント」の正しい捉え方であることを説明されました。

11 月９日、院内感染対策に関する講習会「HIV － 1
感染症／エイズ診療の実際」が開催されました。

講演者は、血液・腫瘍内科長　高折　晃史　先生です。
講習会では、高折先生より、HIV －１感染症・エイ

ズの診断及び治療について、及び日常診療における注
意、そして京大病院における診療の現状について説明
されました。

※ HIV ウィルスには HIV －１と HIV －２の２種類
あります。

まずエイズは HIV 感染により引き起こされる免疫不
全状態により種々の日和見感染・癌を発症する病態を
指します。まず HIV －１感染の有無について、抗体
検査（スクリーニング検査と確認検査の二段階）を行
うことによって陰性または陽性の診断ができます。日
本では HIV －１感染の抗体検査を受ける人が少なく、
HIV 感染に気付かないまま、エイズを発症してしまう
人が多くいます。医療従事者として患者さんへ抗体検
査の推奨と患者さんを診断する上で HIV 感染の疑いを
持つことが大切です。また医療従事者自身が「針刺し」
に伴う HIV 感染のリスクも考慮しなければなりません。

また HIV ウィルスの構造や HIV －１感染後の治療
法などを様々なデータを用いられ、HIV 及びエイズに
ついて詳細に説明されました。

講演された日本医科大学付属病院　がん診療センター　久保田　部長

講演される高折先生

医療安全・臨床倫理に関する講演会　「医療事故の本質：告知の技術を日常に」の開催

院内感染対策に関する講習会　「HIV－1感染症／エイズ診療の実際」の開催
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11 月 15 日、院内感染対策に関する講習会「院内にお
ける結核対策について」が開催されました。講演者は、
呼吸器内科・感染制御部　助教　伊藤　穣　先生です。

講習会では、伊藤先生より、まず結核に関する基礎知
識として日本及び世界各国、そして日本の年齢別におけ
る結核罹患率、結核菌の感染様式（空気感染）、結核の
診断について説明されました。

これらを踏まえ、医療従事者のするべき対応として、
①結核が疑われたら、空気感染予防（患者さんの個室隔
離、医療従事者の N95 マスクの着用）を行う。②高齢
者は感染率が高いのに対して症状や所見が非特異的で
見逃されやすいので要注意。③結核発病の診断のために

は喀痰検査などの細菌学的検査を行う。④結核感染の診
断は胸部画像所見、クオンティフェロンを総合して行
う。⑤発病リスクのある患者さんの診療では結核を念頭
に置き、あらかじめ
化学予防（潜在性結
核感染治療）を行う。
といった点を踏まえ、
対応することが重要
であると説明されま
した。

11 月 12 日、医療安全に関する講習会「除細動とバ
イフェージックの有用性」、「AED 概要」、「シミュレー
ターを用いた、除細動、AED 体験」が開催されました。
講演者は、フクダ電子株式会社 クリティカルケア営業
部 茅山 禄紀さん、初期診療・救急科　講師　佐藤　
格夫　先生です。

講習会では、まず茅山さんより心室細動時における
除細動の有効性と、除細動機について詳細に説明さ
れました。引き続き、除細動機を用いて佐藤先生よ
り「AED の概要」と「シミュレーターを用いた、除
細動、AED 体験」について説明されました。その際、
医療安全管理室長の松村先生、スタッフの方々が加わ

り、AED 使用時のデモンス
トレーションを行いました。
実際にこのような場面に遭
遇した時、冷静かつ適切に
対応するために、聴講だけ
でなく、今回は会場内に複
数台 AED を置き、出席者
にもデモンストレーション
をしてもらいました。

講演された伊藤先生

講演された茅山さん、佐藤先生

AEDのデモンストレーション

院内感染対策に関する講習会　「院内における結核対策について」の開催

医療安全に関する講習会
「除細動とバイフェージックの有用性」、「AED概要」、「シミュレーターを用いた、除細動、AED体験」の開催
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11 月 21 日、外来診療棟１階アトリウムホールで「読響
ハートフルコンサート」が開催されました。弦楽四重奏

（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ）といった構成で、モー
ツァルトやブラームスといったクラシック音楽から、ク
ラシック調にアレンジした坂本九や美空ひばりの曲を披

露されました。最後は童謡「ふるさと」を演奏し、来場
した患者さんたちもその曲に合わせて合唱を行いました。

11 月 26 日、医療安全に関する講習会「転倒転落の現
状」、「転倒予防は説明しだい：履き物への意識」が開催
されました。講演者は、医療安全管理室　辻田麻衣子　
専任看護師長、医学研究科人間健康科学科看護学専攻 
教授 若村智子　先生です。

講習会では、辻田専任看護師長より「転倒転落の現状」
について、まず転倒転落の分析・評価は複数で行い、多
角的に捉える。次に患者さんに転倒転落の予防行動の必
要性、危険性を伝えるが、その際により具体的にわかり
やすく説明し、協力してもらう。最後に転倒転落を予防
できるよう、医療従事者間で情報を共有する。転倒転落
が発生したらどんな事象でも報告する。これらに気を付
け、行動することが重要だと説明されました。

若村先生より「転倒予防は説明しだい：履き物への意
識」について履き物に伴う転倒リスクと予防策について

説明されました。入院患者さんの多くはスリッパを履い
ており、転倒しやすいリスクを把握している。患者さん
に近い病棟スタッフは転倒を予防するために安全性の高
い靴を履いてもらい、また履き方をしてもらうよう患者
さんに促す。こうした働きかけを通じて転倒リスクを減
らすことが重要であると説明されました。

医療安全に関する講習会　「転倒転落の現状」、「転倒予防は説明しだい：履き物への意識」の開催

12 月 11 日、院内感染対策に関する講習会「感染性胃腸
炎／インフルエンザの感染対策」が開催されました。講演
者は、検査部・感染制御部　講師　長尾　美紀　先生です。

講習会では、長尾先生より、まず感染性胃腸炎につい
て今年、各地で食中毒が相次
いで報告されていますが、多
くの原因としてノロウィルス
が挙げられています。感染性
胃腸炎の一種ですが、特徴と
して診断がつきにくく、接
触予防策の周知だけでは制御
が非常に難しいです。対策と
して院内で作成した対策判定

チャートを踏まえ、行動することで感染拡大を防ぐこと
が重要であると説明されました。

次に１月から４月にかけて多くの人が発症するインフ
ルエンザ。こちらも感染によって蔓延する病気のため、
きちんと対策をとることが必要です。手洗いだと、目に
見えて汚れている場合は流水と抗菌石けんで手を洗う。
目に見えて汚れていない場合はアルコール擦式手指消毒
剤で手を消毒します。またせき、くしゃみをする時はエ
チケットとしてティッシュで覆う。その後はティッシュ
をゴミ箱に速やかに捨て、手を洗い、マスクをつける。

感染性胃腸炎、インフルエンザでは人から人への感染
が多いため、こういった感染対策をきちんと把握し、行
動することが重要であると説明されました。

今回、演奏を行った「読売日本交響楽団」4名
左から、山田友子さん（ヴァイオリン）、田村博文さん（ヴァイオリン）、

芝村崇さん（チェロ）、小山貴之さん（ヴィオラ）多くの患者さんが来場されました。

講演された辻田専任看護師長（左）と若村先生（右）

講演された長尾先生

「読響ハートフルコンサート」の開催

院内感染対策に関する講習会　「感染性胃腸炎／インフルエンザの感染対策」の開催



● K Y O T O  U N I V E R S I T Y  H O S P I T A L  N E W S ●

12

12月18日にウエルネス研究会による「ウエルネスクリスマス会」が開催されました。「心
の健康がからだの健康」をテーマに少しでも患者さんの癒しになるようにと開催されて
おり、今年で７回目を迎えます。

クリスマス会では、クラシック音楽
や琉球三味線とウクレレのセッション、
ジャグリング、歌唱を披露され、バラ
エティに富んだ内容でした。

多くの患者さんが参加し、クリスマ
スらしい華やかな雰囲気で心温まるひ
とときとなりました。

「アトリウムホール映画上映会」が 12 月６日に外来
診療棟１階アトリウムホールで開催されました。この
上映会は、入院患者さんを中心に夕食後のひとときを
楽しく過ごして頂こうと企画し、今回で 11 回目の開催
となります。

今回の上映作品はディズニーのフル CG アニメーショ
ン映画「モンスターズ・インク」（2001 年※日本の上
映は 2002 年）。内容について、モンスターが住む町「モ
ンスター・シティ」にある「モンスターズ株式会社（モ

ンスターズ・インク）」は、
町のエネルギー源となる子
供の悲鳴を集めるために、夜
な夜なモンスターたちが子
供たちを脅かしています。中
でもサリーと親友のマイク
は最強のコンビ。しかしそん
なモンスターたちが最も恐

れているのが、有毒だとされる人間の子供です。とこ
ろがある日、人間の女の子ブーがモンスター・シティ
に入り込んでしまったため、サリーとマイクは会社に
内緒でブーを人間界に連れ戻そうとします。心の優し
いサリーと小さくて元気なマイクのでこぼこコンビは、
次第にその可愛らしいブーに愛情を感じ始めます。そ
して、彼女との交流を通して、人間もモンスターも心
は同じだということに気付いていく、といったお話で
す。上映会にはたくさんの患者さんが集まりました。

第11回アトリウムホール映画上映会の開催

外来診療棟１階ウェルネスエリアで、音楽の仲間「花」
のみなさんによる「プロムナード・コンサート」が開
催されました。音楽の仲間「花」は京大・音楽大学等
関係者が中心となって活動している音楽グループです。

今回の演目もバラエティに富んでおり、10 月 19 日の
コンサートでは、プッチーニやドボルザーク、ブラー

ムスといった有名
な ク ラ シ ッ ク か
ら、小林秀雄や田
村しげる、といっ
た昭和歌謡曲まで
幅広く演奏及び歌

を披露されました。12 月 14 日のコンサートでは、シュー
ベルトやバルトーク、モーツァルト、ショパンなど、
たくさんの楽曲を合奏されるとともに、最終演目では
出演者と患者さんと一緒になって「赤い靴」、「青い目
の人形」を歌い、最後に相応しい大変な盛り上がりを
見せました。多くの患者さんがこのコンサートに来場
し、 患 者 さ ん
の 大 き な 拍 手
で 幕 を 閉 じ ま
した。

「第７・８回プロムナード・コンサート」の開催

琉球三味線とウクレレのセッションの模様 ジャグリングの模様

開会の挨拶をされる秋山看護部長 映画上映会の模様

「ウエルネスクリスマス会」の開催
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瀬尾 智先生をご紹介致し
ます。先生は今年８月から
高圧酸素治療室の担当医師
になられました。普段は肝
胆膵・移植外科で勤務され
ており、今回、初めて違う
分野を担当されるというこ
とで、最初は戸惑われるこ

とも多かったようです。
そんな先生の趣味は自動車。大学生の時にアルバイト

したお金を元に、念願だったスープラを購入され、毎年、
内装、外装に少しずつ手を加えて、結局、結婚後、３人

目のお子さんが生まれるまで 14 年間乗り続けたそうで
す。今の愛車のボルボも、すでに５年乗られており、や
はり、少しずつ手を加えているそうです。時には改造し
すぎて奥さんに怒られることも。それでも、愛車には手
をかけたいと言われています。

このように車を大事にされる先生は、患者さんへの対
応も大変丁寧で、高圧酸素室の運用にも１つ１つ確実に
対応してくださり、すでに当治療室にとって、なくては
ならない存在となっておられます。先生のこれからのご
活躍に期待大です。

紹介者／高圧酸素治療室 臨床工学技士 新田 孝幸

佐藤晋先生は昨年度まで
当院呼吸器内科の医員とし
て臨床や研究でご活躍され
ておりましたが、平成 24 年
４月よりリハビリテーショ
ン部の助教に就任されまし
た。また、呼吸器内科では
病棟医長もお務めになられ

ており、呼吸器内科とリハビリテーション部の二足のわ
らじを履いて、日々病院内を駆け回っておられます。こ
のように、普段からご多忙な日々を過ごされているにも

かかわらず、我々セラピストの指導に関しても手を抜く
ところがありません。佐藤先生は夜遅い時間にリハビリ
室に来て仕事をされることがよくあるのですが、私も病
院に残っているときに臨床や研究のことで相談すると、
仕事そっちのけでミニレクチャーをして下さいます。こ
うして、セラピスト一人ひとりのスキルアップにいつも
貢献していただき、とても話しやすく兄貴分のような佐
藤先生は今ではリハビリテーション部には欠かせない存
在になりました。佐藤先生、今後ともご指導宜しくお願
い致します。

紹介者／リハビリテーション部　理学療法士　大島 洋平

平成 24 年度第１回消防訓練を平成 24 年 11 月 14 日
（水）、第２回消防訓練を 12 月 21 日（金）に実施しました。
第１回消防訓練では、平日昼間（午後３時）、震度６弱
の地震発生により北病棟の建物の一部が損壊し、同病棟
６階（内分泌・代謝内科、老年内科、腎臓内科）で火災
が発生したという想定、第２回消防訓練では、平日夜

間（午前２時）に西病棟で火災が発生したという想定で、
医師、看護師及び事務職員等が参加し実施しました。

また、第１回、第２回消防訓練では、左京消防署の指
導のもと消火器の使用訓練を行ったほか、第２回消防訓
練においては、起震車による地震体験を行いました。

平成24年度消防訓練を実施

◆高圧酸素治療室 助教／瀬尾 智　

◆リハビリテーション部 助教／佐藤 晋　

６. 名物職員紹介
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昨年 10 月から京大病院内に医療業務に従事する職員
を対象に夜間保育を行う「京大病院保育所　きらら」が
設置されました。仕事と子育ての両立のために極めて
重 要 な 役 割 を
担っています。
利 用 登 録 は 総
務 課 総 務 掛 で
随 時 申 込 み を
受 け 付 け て い

文部科学省は、医学又は歯
学に関する教育・研究もしく
は患者診療等の業務に関し、
顕著な功労のあった方々を対
象に毎年表彰を行っておりま
す。平成 24 年度医学教育等
関係業務功労者の表彰式が平
成 24 年 11 月 22 日（木）に
行われ、福田麗子医学部附属

病院看護部副看護師長が文部科学大臣表彰を受けられま
した。

同氏は、鳥取大学医学部附属病院を経て本院に入職し、
38 年の永きにわたり、小児科、整形外科、皮膚科、内分泌・
代謝内科、老年内科、麻酔科、免疫・膠原病内科で看護
業務に従事し、多くの部署、診療科で培った豊かな経験
と専門的知識を持って、患者中心の看護の構築に尽力さ
れました。

また、平成４年からは副看護師長として、指導的立場
で後輩に関わり、指導も丁寧で面倒見よく、自らも常に
率先して看護技術の修得、開発に努力し、永年にわたる
看護の経験を生かして、困難な業務を遂行すると共に医
学教育に協力し、医療の発展に貢献されました。

大学院教育コース「臨床研究」の合宿として、12 月
８日に臨床試験の立案演習のワークショップを実施しま
した。参加した大学院生は 39 人。今年度は、「新規の抗
癌剤による癌を対象とした臨床試験、または疼痛緩和薬
による疼痛を対象とした臨床試験を立案しなさい」とい
う 2 つの課題を準備し、６つの班に分かれて回答を作成
しました。完成度の高い計画やちょっと意外な計画もあ
り、参加者（と講師）にとって良い機会になりました。

文責／探索医療臨床部　助教　角　栄里子

ま す。 ま だ 院
内保育所を知ら
な か っ た 方、 夜
間保育が必要に
な っ た 方、 ぜ ひ
ご利用ください。
※院内保育所の利用条件は京大病院ホームページの「院
内向け」より、「医学部附属病院保育所利用の手引き」
から、ご確認ください。

＜院内職員向け＞　１月 17日（木）
＜医療関係者向け＞ 2月 11日（月）

10:00 ～
15:00 〜

医療監視
第 16回京大病院臨床懇話会（芝蘭会館稲盛ホール）
参加資格：医療関係者　　要申込：総務課総務掛（075-751-3005）

今後の予定　　12 月 12日現在

院内保育所のご案内（京大病院保育所　きらら）

医学教育等関係業務功労者として表彰　副看護師長／福田　麗子

臨床研究に関するワークショップ開催

9. お 知 ら せ

８. 栄 誉

７. 各 科・部 か ら の メ ッ セ ー ジ


